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　来
た
る
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
一
昨
年
の
四
月
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
と
な
り
、
今
年
で
三
年
目
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
文
化
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　早
い
も
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
二
〇
一
九
ま
で
あ
と

一
年
少
々
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
日
開
幕
）、
東
京
二
〇
二
〇
大

会
ま
で
約
二
年
（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
四
日
開
幕
）
と
、
両
大
会

が
確
実
に
近
づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
多
く
の
市
民
が
両
大
会
に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
テ
レ
ビ
や
会
場
で
の
観
戦
や
応
援
も
、

大
会
へ
の
「
参
加
」
に
違
い
な
い
の
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
間
も
な
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　募
集
開
始
に
先
立
ち
、
ま
ず
自
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
な

く
て
は
と
思
い
立
ち
、
競
技
運
営
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
先

日
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
五
月
に
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
た
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
皇
杯
で
、
コ
ー
ト
に
モ
ッ

プ
を
か
け
る
役
割
を
担
い
、
既
に
か
な
り
時
間
が
経
ち
ま
し
た
が
、

貴
重
な
思
い
出
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　多
少
の
緊
張
と
高
揚
感
の
中
、
大
き
な
ミ
ス
も
な
く
無
事
に
終

え
ら
れ
た
の
で
す
が
、
選
手
達
が
全
力
で
戦
っ
て
い
る
そ
の
場
に

い
ら
れ
る
だ
け
で
幸
せ
を
感
じ
、
何
と
も
言
え
な
い
達
成
感
を
得

ら
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　緊
張
は
あ
っ
て
も
、
大
き
な
舞
台
で
大
役
を
果
た
し
た
時
の
感

動
は
何
物
に
も
代
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
瞬
間
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
大
会
本
番
に
向
け
た
調
布
市
の

文
化
・
芸
術
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
文
化
協
会
の
皆
様
に
は
、

是
非
多
く
の
場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
改
め
て
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　新
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
皆
様
の
日
々
の
文
化
・
芸
術
活
動
の

成
果
が
、
そ
の
ま
ま
二
〇
二
〇
年
に
つ
な
が
る
経
験
を
、
ぜ
ひ
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
皆
様
が
大
会
を
心
待
ち
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 61号

　
　『体
験
』の
舞
台
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
部
長
　
　

　
小
林
　
達
哉
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第
52
回
定
期
総
会
が
標
記
の
通
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
通
り
加
藤
弘
子
会
長
挨
拶
に

始
ま
り
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
木
村
健

治
副
市
長
及
び
田
中
市
議
会
議
長
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
い
け
ば
な
連
盟
の
小
川
初
枝

氏
、
書
記
に
文
化
協
会
の
田
代
せ
つ
子
氏

が
指
名
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
第
1
号
議
案
平
成
29
年
度
事
業
報
告

　
第
2
号
議
案
平
成
29
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
3
号
議
案
　
規
約
の
一
部
改
正

　
第
4
号
議
案
　
文
化
協
会
役
員
の
承
認

　
新
会
長
挨
拶

　
第
5
号
議
案
平
成
30
年
度
事
業
計
画

　（
案
）

　
第
6
号
議
案
平
成
30
年
度
一
般
会
計

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

調
布
市
文
化
協
会
役
員

任
　
期

　平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

［
会
長
］

　加
藤
　
弘
子
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

［
副
会
長
］

　小
川
　
美
代
子
（
書
道
連
盟
）

　
吉
田
　
正
夫
（
調
布
映
像
協
会
）

［
事
務
局
長
］

　齋
藤
　
泰
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

［
会
計
］

　山
岸
　
直
子（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
協
会
）

［
庶
務
］

　田
代
　
せ
つ
子
（
三
曲
協
会
）

　
横
山
　
美
紗
子
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　
有
川
　
和
子
（
美
術
協
会
）

　
粕
谷
　
和
子
（
書
道
連
盟
）

　
平
野
　
美
樹
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

　
榎
本
　
和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

［
顧
問
］

　岳
野
　
勝
治
（
奇
術
協
会
）

［
会
計
監
査
］

　齋
藤
　
一
正
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　
今
中
　
秀
昌
（
将
棋
連
盟
）

第
63
回

調
布
市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

開
催
期
間
　

　
10
月
20
日（
土
）〜
11
月
4
日（
日
）

今
回
の
テ
ー
マ

　「
響
け
！
文
化・芸
術
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
10
月
18
日（
木
）開
会
式・記
念
公
演
と
し
て

開
会
式
は
10
月
18
日
（
木
）。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
伊
藤
賢
ス
ペ
シ
ャ
ル

バ
ン
ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
を
中
心
と
し
た
、

な
じ
み
の
あ
る
曲
の
演
奏
。

　
10
月
20
日
（
土
）21
日
（
日
）に
は
「
文
化

フ
ェ
ス
タ
」が
調
布
駅
南
口
駅
前
広
場
で
開
催

さ
れ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
・ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
の
発
表
、囲
碁
や
将
棋
の
自
由
対
局
、

工
芸
実
技
コ
ー
ナ
ー
・フ
ラ
ダ
ン
ス
・新
舞
踊

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
発
表
部
門
19
団
体
」「
展
示
部
門

7
団
体
」の
発
表
が
順
次
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
期
間
中
10
月
24
日
（
土
）〜
11
月
1
日

（
日
）の
間
、東
部
・西
部
・北
部
各
公
民
館
を
中

心
と
し
た
地
域
文
化
祭
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

第
52
回
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
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新
緑
の
美
し
い
五
月
二
十
七
日
に
茨

城
県
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
と
の
研
修

交
流
を
龍
ヶ
崎
市
役
所
の
会
議
室
で

行
い
ま
し
た
。
調
布
市
文
化
協
会
か
ら

三
十
四
名
、
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
か
ら

十
五
名
の
出
席
が
あ
り
武
田
早
苗
氏
の

司
会
に
よ
っ
て
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
事

務
局
長
菊
池
義
正
氏
の
開
会
の
言
葉
、

松
田
高
義
氏
と
加
藤
弘
子
氏
両
文
化
協

会
会
長
の
挨
拶
、
髙
橋
玉
枝
氏
と
小
川

美
代
子
氏
両
文
化
協
会
副
会
長
の
出
席

者
紹
介
、
小
林
一
光
氏
と
齋
藤
泰
子
氏

の
両
文
化
協
会
の
活
動
内
容
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
両
文
化
協

会
と
も
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
現
状
を

考
え
若
い
人
に
魅
力
あ
る
活
動
に
視
点

を
置
く
べ
き
等
活
発
な
意
見
交
換
が
あ

り
ま
し
た
。
龍
ヶ
崎
市
長
が
防
災
服
で

急
遽
ご
挨
拶
さ
れ
交
流
会
は
限
ら
れ
た

時
間
内
で
し
た
が
相
互
に
充
実
し
た
意

義
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
龍
ヶ
崎
市
文
化
会
館
を
訪
れ
展
示
作

品
を
拝
見
し
ま
し
た
。
午
後
訪
れ
た
水

戸
偕
楽
園
は
梅
の
季
節
も
終
り
、
観
光

客
も
ま
ば
ら
で
し
た
が
名
園
の
風
格
が

あ
り
ま
し
た
。

　
茨
城
近
代
美
術
館
で
は
近
代
・
現
代

美
術
の
作
品
を
鑑
賞
し
心
豊
か
な
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
国
民
宿
舎「
鵜
の

岬
」
に
宿
泊
、
翌
朝
遥
か
鹿
島
灘
か
ら

押
し
寄
せ
る
波
が
断
崖
に
砕
け
松
の
根

が
露
出
し
た
さ
ま
に
自
然
の
息
吹
を
感

じ
ま
し
た
。
バ
ス
は
日
本
の
原
風
景
の

残
る
町
を
北
上
し
大
子
市
袋
田
に
到
着
、

風
に
泳
ぐ
鯉
の
吹
流
し
に
迎
え
ら
れ
て

袋
田
の
滝
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
雄
大
な

瀑
布
が
目
前
に
迫
り
そ
の
流
れ
落
ち
る

滝
の
水
量
と
音
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
路
は
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
も

無
く
順
調
に
走
り
思
い
出
に
残
る
楽
し

く
実
り
多
い
研
修
交
流
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
と
の
交
流
懇
談
会

　
文
化
協
会
　
副
会
長
　
吉
田
　
正
夫
　



　
三
曲
協
会
　
　
　
　
橋
本
　
洋
　
　

　
工
芸
美
術
協
会
　
　
大
山
　
雅
子
　
　
　
　

　
　
　
　
　
研
修
交
流
に
参
加
し
て

　
参
加
者
三
十
三
名
と
文
化
振
興
課
山

下
さ
ん
の
参
加
を
得
、
晴
天
の
下
調
布

を
出
発
、
バ
ス
は
順
調
に
一
路
龍
ヶ
崎

へ
と
向
か
い
定
刻
よ
り
少
し
早
目
に
交

流
開
始
、龍
ヶ
崎
文
化
協
会
会
長
挨
拶
、

調
布
加
藤
会
長
の
挨
拶
と
続
き
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
概
要
の
説
明
と
順
調
に
進
み

「
や
は
り
行
政
主
動
の
活
動
な
の
だ
な
」

と
の
思
い
で
し
た
。
そ
の
後
、
今
日
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
文
化
の
祭
典
」

を
拝
見
す
る
た
め
、
文
化
会
館
へ
と
移

動
、
絵
画
、
書
道
、
俳
句
、
工
芸
等
々
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
中
で
も

ヘ
ラ
釣
道
具
類
の
美
し
い
漆
蒔
絵
に

は
。
目
を
う
ば
わ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
水
戸
偕
楽
園
散
策
、
茨
城
近

代
美
術
館
見
学
と
足
早
に
移
動
し
、
今

夜
の
宿
、
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
に
向

か
い
ま
し
た
。
き
れ
い
な
整
備
さ
れ
た

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
、
八
階
大
浴
場
か

ら
は
大
海
原
が
一
望
出
来
、
遠
く
に
白

い
大
型
船
を
望
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

お
い
し
い
夕
食
を
堪
能
し
、
和
気
あ
い

あ
い
の
宴
会
と
な
り
、
充
実
し
た
一
日

を
終
え
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
一
路
袋
田
の
滝
に
向
い
、

雄
大
な
滝
に
感
嘆
し
、
帰
路
に
。
色
々

と
お
手
配
、
準
備
下
さ
っ
た
役
員
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
し
、
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
と
の
交

流
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
（
日
）
七
時
三
十
分

調
布
市
役
所
出
発
で
高
速
道
路
利
用
に

て
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
の
皆
様
の
待
つ

龍
ヶ
崎
市
役
所
附
属
棟
会
議
室
に
て
AM

十
時
開
始
で
す
。

　
龍
ヶ
崎
市
文
化
協
会
会
長
「
松
田
様
」

他
よ
り
御
挨
拶
、
出
席
者
紹
介
、
活
動

報
告
説
明
、
質
疑
、
調
布
市
側
か
ら
も

同
様
に
加
藤
会
長
他
そ
れ
ぞ
れ
に
挨
拶
、

説
明
、
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
途
中
で
龍
ヶ
崎
市
長
様
か
ら
も
防
災
訓

練
の
お
忙
し
い
合
間
に
御
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

　
五
月
十
六
日
〜
五
月
二
十
七
日
が
龍
ヶ

崎
市
の
「
文
化
の
祭
展
」
で
文
化
会
館
へ

移
動
し
展
示
を
見
学
で
す
。
展
示
物
の
竹

細
工
釣
竿
制
作
、
篆
刻
な
ど
は
珍
ら
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
の
偕
楽
園
は
梅
の
時
期
も
外

れ
て
人
影
も
少
な
く
ゆ
っ
く
り
見
学
散

策
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
県
立
近
代

美
術
館
は
七
十
年
に
わ
た
る
作
品
収
集

の
多
く
が
様
々
な
人
々
か
ら
の
貴
重
な

寄
贈
「
お
く
り
も
の
」
で
支
え
ら
れ
て

い
る
と
の
事
で
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。

　
宿
泊
は
太
平
洋
を
一
望
す
る
大
人
気

の
県
立
国
民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
で
す
、

食
事
、
大
展
望
風
呂
、
さ
ら
に
岳
野
顧

問
の
不
思
議
な
奇
術
、
皆
々
様
の
素
敵

な
カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
上
が
り
で
旅
の
疲

れ
も
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
翌
日
集
合
写
真
を
終
え
九
時
出
発
、

袋
田
の
滝
見
学
〜
友
部
SA
で
昼
食
〜
守

谷
PA
で
ト
イ
レ

買
物
休
憩
〜
調

布
IC
無
事
に
市

役
所
前
十
七
時

到
着
、
皆
様
お

疲
れ
様
で
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

会      　報調布市文化協会 平成30年 7 月 5 日　⑷

茨城県立近代美術館

袋田の滝



　
沖
縄
八
重
山
古
典
音
楽
実
技
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
謡
連
盟
会
長
　
市
川
　
徹

会      　報

　
長
友
市
長
か
ら
調
布
市
の
発
展
的
現

状
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。
調
布
駅

地
下
化
に
伴
い
三
つ
の
商
業
施
設
が
出

来
た
こ
と
で
一
日
の
乗
降
客
が
六
千
人

増
え
た
こ
と
は
他
市
か
ら
人
を
呼
び

寄
せ
る
効
果
が
あ
り
調
布
の
賑
わ
い
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
飛
田
給
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
ス
ポ
ー
ツ
の
試

合
の
み
な
ら
ず「
欅
坂
46
」の
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
行
わ
れ
飛
田
給
周
辺
も
活
気

づ
き
変
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
来
年

行
わ
れ
る
「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」、

二
〇
二
〇
年
の

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の

試
合
会
場
に
な

る
こ
と
も
市
民
の
皆
様
も
嬉
し
い
こ
と

で
は
な
い
か
。
ま
た
深
大
寺「
白
鳳
仏
」

の
国
宝
指
定
は
関
東
圏
で
は
三
つ
だ
け

で
、
観
光
客
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
他
に
多
く
の
質

問
、
要
望
に
対
し
て
も
丁
寧
な
説
明
が

な
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
使
用
は

平
成
三
十
五
年
ま
で
は
可
能
で
あ
る
こ

と
、
市
報
の
コ
ラ
ム
欄
も
そ
の
時
々
に

感
じ
た
こ
と
を
書
い
て
い
く
。
ま
た
今

後
も
皆
様
の
税
金
を
適
正
に
配
分
し

て
い
く
こ
と
が
私
の
仕
事
で
あ
る
の
で

し
っ
か
り
と
そ
の
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。
最
後
に
「
文
化
・
芸
術
の
街
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
存
在
の
「
文
化
協

会
」
に
は
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
し
め
く
く
り
、
懇
談
会

を
終
え
た
。

　
民
謡
は
人
々
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま

れ
、
歌
い
継
が
れ
名
地
に
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
民
族
の
音
楽
の
根
幹
で
あ

り
、
先
人
達
の
生
活
を
知
る
た
め
の
大

き
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
沖
縄
八
重
山
古
典
民
謡
を
取
り

上
げ
た
も
の
「
流
球
文
化
」
は
九
州
以

北
の
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
マ
ト
文
化
」
に
対

置
さ
れ
る
個
性
を
も
ち
、
日
本
に
と
っ

て
大
切
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ア
ジ
ア
の

中
で
重
要
な
位
置
を
し
め
る
も
の
と
し

て
世
界
中
に
も
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
一
九
八
九
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
の
八
重
山

諸
島
篇
に
収
め
ら
れ
た
。
民
謡
録
音
に

よ
り
本
土
に
広
め
ら
れ
た
。
そ
の
伝
統

あ
る
古
典
民
謡
を
市
民
の
皆
様
に
紹
介

し
ま
し
た
。

　
八
重
山
古
典
音
楽
安
室
流
教
師
、
加

藤
幸
子
先
生
と
指
導
ス
タ
ッ
フ
六
名
の

応
援
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
参
加
者
全
員
が
沖
縄
三
線
を

弾
で
て
唄
い
楽
し
く
御
夫
婦
の
方
、
子

育
て
中
の
若
い
主
婦
の
三
線
を
持
ち
込

む
人
、
皆
様
の
は
り
き
り
方
、
近
く
沖

縄
旅
行
を
予
定
し
て
い
る
方
、
二
回
の

開
催
で
二
十
二
名
程
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
調
布
市
長
と
語
る
懇
談
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
役
員
　
有
川
　
和
子

　
　
　
　
日

　時
　
五
月
三
十
一
日
（
木
）
午
後
六
時
か
ら

　
　
　
　
会

　場
　
文
化
会
館
　
六
〇
一
・
六
〇
二
会
議
室

　
　
　
　
テ
ー
マ
　「
調
布
市
に
お
け
る
　
よ
り
良
き
文
化
活
動
と
は
」

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座

⑸　平成30年 7 月 5 日 調布市文化協会



　
囲
碁
入
門
　
囲
碁
連
盟
　
菊
池
　
忠
雄
　

　
初
心
者
の
た
め
の
将
棋
講
座

　
　
　
　
　   

将
棋
連
盟
会
長
　
元
木
　
勇
　

　
平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
（
金
）・

五
月
二
十
五
日
（
金
）
の
午
前
九
時
か

ら
昼
ま
で
の
約
三
時
間
九
階
研
修
室
に

於
て
囲
碁
の
実
技
講
座
と
し
て
入
門
講

座
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
将
棋
の
羽

生
善
治
棋
聖
と
共
に
囲
碁
の
井
上
裕
太

七
冠
が
国
民
栄
誉
賞
受
賞
が
有
り
、
ま

た
藤
井
聡
太
七
段
が
竜
王
戦
五
組
優
勝

等
で
将
棋
熱
に
伴
っ
て
囲
碁
熱
も
上
が

り
特
に
女
性
の
入
門
の
方
が
増
加
し
て

居
る
事
と
同
時
に
、
調
布
囲
碁
連
盟
木

村
理
事
長
を
先
頭
に
役
員
お
よ
び
協
力

者
囲
碁
指
導
員
の
方
々
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
、
何
と
、
延
べ
六
十
六
人
の
参

加
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
講
座
は
手
作
り
の
資
料
と
囲
碁
ア
イ

ラ
ン
ド
と
言
う
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、

楽
し
く
分
か
り
易
い
五
十
年
間
の
指
導

経
験
を
活
か
し
た
、
日
本
棋
院
の
普
及

指
導
員
達
と
講
師
新
垣
　
未
希
先
生
に

教
え
て
頂
き
、
素
晴
ら
し
い
講
習
に
成

り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
の
要
望
に
よ
り
、

引
き
続
き
国
領
ふ
れ
あ
い
の
家
に
て
、

第
一
・
三
金
曜
日
午
前
に
集
ま
っ
て
囲

碁
の
お
勉
強
を
す
る
事
が
決
定
致
し
ま

し
た
。
こ
の
事
は
、
特
筆
す
る
べ
き
、

新
し
い
発
展
で
す
。

　
こ
の
実
技
講
座
を
主
催
し
て
頂
き
ま

し
た
。
調
布
市
文
化
協
会
と
市
職
員
の

方
々
さ
ら
に
調
布
市
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
財
団
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座
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昨
年
の
事
こ
の
時
期
は
、
藤
井
聡
太

四
段
（
現
在
は
七
段
）
の
二
十
九
連
勝

が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
報

の
発
行
後
直
ぐ
に
定
員
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
は
当
初
の
出
足
が
悪

く
や
や
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
ほ
ぼ
定
員
の
二
十
七
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
三
分
の
一
の
方
は
基
本
的

な
こ
と
か
ら
覚
え
た
い
と
の
こ
と
で
、

駒
の
並
べ
方
・
動
か
し
方
・
機
能
・
ル
ー

ル
等
を
習
い
、
王
手
を
す
る
た
め
の
一

手
詰
を
覚
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
対
局
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
参

加
者
同
士
の
対
局
、
講
師
と
の
指
導
対

局
を
行
い
、
三
手
詰
・
五
手
詰
の
詰
将

棋
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
日
本
将
棋
連
盟
の
中
村

修
九
段
の
軽
妙
洒
脱
な
講
話
の
後
、
一

度
に
十
数
人
を
相
手
に
し
て
指
導
対
局

を
行
い
盛
況
の
内
に
三
日
間
の
講
座
を

終
了
致
し
ま
し
た
。

　
私
共
と
し
て
は
、
今
回
参
加
さ
れ
た

方
が
ど
の
位
現
在
実
施
し
て
い
る
教

室
、
研
修
会
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
楽

し
み
で
す
。



会      　報

　
な
つ
か
し
い
可
愛
い
和
布
で

　
　
　
　
　
　
　
　
作
る
お
人
形

調
布
工
芸
美
術
協
会
　
赤
堀
　
周
恵
　

⑺　平成30年 7 月 5 日 調布市文化協会

　
お
庭
の
花
々
が
一
層
鮮
や
か
に
な
り

夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　
五
月
十
八
日
、
二
十
五
日
と
二
回
に

渡
り
押
し
花
講
習
会
を
市
民
の
方
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
始
め
て
の
方

に
ど
う
す
れ
ば
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か

と
い
う
点
に
重
点
を
置
き
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
ま
し
た
。

　
一
回
目
は
窓
の
む
こ
う
に
見
え
る
風

景
を
御
自
分
の
思
い
を
盛
り
込
め
る
デ

ザ
イ
ン
に
し
、
二
回
目
は
野
草
を
中
心

に
身
近
に
あ
る
草
花
で
ボ
タ
ニ
カ
ル
的

デ
ザ
イ
ン
し
た
物
を
用
意
し
ま
し
た
。

野
草
や
花
の
名
前
を
お
知
ら
せ
し
た

り
、
花
の
向
き
で
風
を
感
じ
る
事
等
も

話
の
中
に
入
れ
た
の
で
、「
植
物
に
関

心
が
深
ま
っ
た
」、「
細
か
な
作
業
で
大

変
だ
っ
た
が
出
来
上
が
り
の
作
品
に
満

足
し
た
。」「
ス
タ
ッ
フ
が
親
切
で
楽
し

く
学
べ
た
。」
等
と
嬉
し
い
感
想
も
い

た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
の

喜
び
は
「
楽
し
か
っ
た
。」
と
笑
顔
を

見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
多
か
っ
た

事
で
す
。

　
市
民
の
方
々
と
押
し
花
を
通
し
て
触

れ
合
い
楽
し
み
あ
う
事
が
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会

を
い
た
だ
け
た
事
、
文
化
協
会
の
方
々

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
実
技
講
座
を
開
く
機
会
を

頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
私
が
作
り
方
を
一
方
的
に
教

え
る
と
い
う
物
で
は
な
く
、
受
講
生
の

皆
様
か
ら
人
形
を
作
る
こ
と
が
楽
し

い
！
出
来
て
嬉
し
い
！
と
い
う
気
持
ち

を
た
く
さ
ん
頂
け
た
事
と
と
も
に
、
見

知
ら
ぬ
方
々
が
和
気
あ
い
あ
い
と
語
り

合
い
交
流
さ
れ
て
繋
が
り
が
生
ま
れ
て

い
た
事
が
印
象
的
で
、
と
て
も
和
や
か

で
幸
せ
な
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
改
め
て
人
形
を
作
る
楽
し
く
愛

お
し
い
気
持
ち
、
物
を
作
り
完
成
さ
せ

る
面
白
さ
、
新
し
い
事
を
体
験
す
る
新

鮮
な
歓
び
、
そ
し
て
大
勢
で
一
緒
に

作
っ
て
い
く
と
い
う
楽
し
さ
、
そ
う
い

う
こ
と
を
こ
の
講
座
を
通
し
て
皆
様
と

共
有
出
来
た
事
に
私
自
身
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ま
た
い
つ
か
何
処
か
で
こ

の
よ
う
な
人
々
の
交
流
の
場
を
講
座
の

場
を
持
て
れ
ば
素
敵
だ
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座

　
　
　
押
し
花
初
心
者
講
習
会

　
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
協
会
　
伊
藤
　
文
子
　



調
布
市
文
化
協
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
発
行

　「
調
布
市
市
民
の
芸
術
・
文
化
の
発

展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。
内
容
は
文
化
協
会

の
目
的
と
文
化
事
業
の
内
容
を
写
真
と

文
章
で
解
り
易
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
5
月
11
日
に
第
63
回
調
布

市
民
文
化
祭
の
実
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
テ
ー
マ
が
「
響
け
！
文
化
・
芸
術

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
文
化
フ
ェ
ス
タ
は
調
布
駅
前
南
口
広

場
で
も
行
な
わ
れ
、エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
・

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
発
表
は
こ

こ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
市
民
文
化
祭
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
参
加
26
団
体
と
3
公
民
館
の
一

年
間
の
努
力
と
汗
の
結
晶
が
展
示
、
展

覧
そ
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は

不
安
定
な
天
候
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

健
康
に
留
意
さ
れ
、
文
化
祭
に
来
場
さ

れ
た
多
く
の
人
々
が
楽
し
い
一
時
を
過

ご
さ
れ
る
事
を
切
望
し
ま
す
。

吉
田
　
正
夫

会      　報調布市文化協会 平成30年 7 月 5 日　⑻

●  

編
集
後
記  

●

祝
記
念
事
業

工
芸
美
術
協
会
45
周
年

　「
記
念
式
典
及
懇
親
会
」

日

　時
　
５
月
９
日

場

　所
　
文
化
会
館
・
た
づ
く
り

　
　
　
　
12
階
大
会
場
　

30
年
度
７
月
以
降

　
実
技
講
座
実
施
予
定

公
民
館

　職
員
異
動

東
部
公
民
館

 

塩
足
　
眞
氏
　  （
新
館
長
）

 

金
子
　
勝
巳
氏
（
前
館
長
）

西
部
公
民
館

 

福
澤
　
明
氏     （
新
館
長
）

 

御
前
　
智
則
氏
（
前
館
長
）

北
部
公
民
館

 

新
井
　
英
人
氏  （
新
館
長
）

　
北
部
公
民
館
の
新
井
英
人
館
長
が
北

部
公
民
館
と
東
部
公
民
館
の
館
長
を
兼

任
さ
れ
ま
す
。

　訃

　報

東
部
公
民
館
会
長
の
塩
足
眞
氏
が
4
月

20
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
享
年
60
才
）

カ
ラ
オ
ケ
実
技
講
座

　初
級
・
中
級

　
　
調
布
市
歌
謡
同
好
会
連
盟

実
施
日
　
平
成
30
年
7
月
7
日
（
土
）　
　

　
　
　
　
　 

7
月
14
日
（
土
）

時

　間
　
13
時
～
16
時

初
心
者
の
た
め
の
詩
吟
講
座

　
　
調
布
市
吟
剣
詩
舞
道
連
盟

実
施
日
　
平
成
30
年
9
月
8
日
（
土
）　
　

　
　
　 

9
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　 

9
月
22
日
（
土
）

時

　間
　
13
時
30
分
～
16
時

初
心
者
向
け
舞
踊
講
座

　
　
調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会

実
施
日
　
平
成
30
年
10
月
2
日
（
火
）　
　

　
　
　 
10
月
9
日
（
火
）

時

　間
　
10
時
～
12
時

弾
い
て
歌
お
う
大
正
琴

　
　
調
布
市
大
正
琴
連
盟

実
施
日

　平
成
30
年
11
月
25
日
（
日
）　
　

　
　
　 

12
月
2
日
（
日
）

時

　間

　13
時
～
15
時

水
彩
画
基
礎
講
座

　
　
調
布
市
美
術
協
会

実
施
日

　平
成
31
年
2
月
14
日
（
木
）　
　

　
　
　 

2
月
21
日
（
木
）

時

　間
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

 

調
布
よ
さ
こ
い
二
〇
一
八

　
※
平
成
30
年
8
月
26
日（
日
）

﹁
民
謡
舞
踊
好
友
会
参
加
﹂

＊
流
し
踊
り

　
旧
甲
州
街
道
／
調
布
～
布
田
間

＊
定
点
踊
り

　
布
多
天
神
社

＊
ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り
会
場

　
調
布
駅
南
口
広
場

＊
出
店

　
蓮
慶
寺
前
参
道
会
場

　
ハ
ッ
ピ
ー
ま
つ
り
会
場
布
多
天
神
社

　
会
場
・
調
布
駅
南
口
広
場

＊
文
化
協
会
は
模
擬
店
の
﹁
か
き
氷
﹂

　
一
杯
二
百
円

　
蓮
慶
寺
前
参
道
会
場
で
実
施


